
マテリアル先端リサーチインフラ連名申請に関する説明 

 

利用者 A 

 

利用者 B 

 

 

連名でのお申し込み・ご利用が可能で

す. 

  

利用者 A 

 

利用者 B 

連名利用の場合，利用料金の請求・支払

いを複数者に分けることも出来ます.申

請書に支払い割合をご記入ください.支

払い割合は申込者間でお決めください

（0％と 100％でも可）. 

 （例） 60% 40% 

 【支 払 い 割 合】 

【利用者のメリット】 

・課題申込者の誰もが課題実施の内容について相談できます. 

・共同研究の推進に本事業をご利用用いただけます. 

・１利用者の料金負担が抑えられます.負担割合は，利用者間で適切にお決めください. 

【 注 意 事 項 】 

・連名利用者に企業が含まれていれば，企業料金が適用になります. 

・装置破損の際の修理費代負担割合は，それぞれの利用者の料金支払い割合と同⼀とし

ます. 

▽ 連名での利用に学内者を含む場合 

 

学外 利用者 A 

 

JAIST B 先生 

 

 

連名でのお申し込み・ご利用が可能で

す. 

  

学外 利用者 A 

 

JAIST B 先生 

連名利用の場合，利用料金の請求・支払

いを複数者に分けることも出来ます.申

請書に支払い割合をご記入ください.支

払い割合は申込者間でお決めください

（0％と 100％でも可）. 

 （例） 60% 40% 

 【支 払 い 割 合】 

【 注 意 事 項 】 

・A 社から B 先生が受領している共同研究費等の外部資金を利用料支払いに充てること

ができます. 

・学内者の料金支払い（予定）原資については，課題申請時にご相談ください.その可否

に関して研究資金戦略課等の担当部署が判断します. 

 


